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樹
　
訳
　
　
　

　【
凡
例
】

一
、
本
稿
は
、
張
仲
謀
氏
の
論
文
「《
詞
学
筌
蹄
》
考
論
」（『
中
国
文
化
研
究
』
二
〇
〇
五
年
秋
之
巻
に
掲
載
）
を
翻
訳
し
た

も
の
で
あ
る
。

一
、
引
用
文
の
後
に
、〔
　
〕
内
に
書
き
下
し
文
、
ま
た
は
現
代
語
訳
を
附
し
た
。
ま
た
本
文
中
と
注
の
〔
　
〕
に
は
、
訳
者

の
補
足
を
記
し
た
。

一
、（
　
）
内
の
注
は
、
原
注
で
あ
る
。

　
詞
学
家
が
詞
譜
に
つ
い
て
言
及
す
る
際
、
こ
れ
ま
で
は
し
ば
し
ば
明
・
張
綖
の
『
詩
余
図
譜
』
が
最
初
の
詞
譜
と
み
な
さ
れ
て
き
た
。
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た
と
え
ば
、清
初
の
著
名
な
詞
人
で
あ
る
鄒
祇
謨
の
『
遠
志
斎
詞
衷
』
で
は
「
張
光
州
南
湖
詩
余
図
譜
、於
詞
学
失
伝
之
日
、創
為
譜
系
、

有
蓽
路
藍
縷
之
功①
〔
張
光
州
南
湖
の
詩
余
図
譜
は
、
詞
学
伝
を
失
な
う
の
日
に
お
い
て
、
創
め
て
譜
系
を
為
り
、
蓽
路
藍
縷
の
功
有
り
〕」
と
い
う
。
ま

た
現
代
の
詞
学
研
究
者
で
あ
る
唐
圭
璋
先
生
は
「
研
究
詞
体
、
詞
調
的
著
作
、
最
早
的
是
明
人
張
綖
詩
余
図
譜
三
巻②
〔
詞
体
や
詞
調
を
研

究
す
る
著
作
で
最
も
早
い
の
は
、明
人
張
綖
の
詩
余
図
譜
三
巻
で
あ
る
〕」
と
述
べ
ら
れ
、ま
た
宛
敏
灝
先
生
も
「
詞
譜
之
作
、当
在
詞
楽
失
伝
之
後
、

始
于
明
代
的
張
綖③
〔
詞
譜
が
起
こ
っ
た
の
は
、
詞
の
音
楽
が
伝
承
を
絶
っ
た
後
で
あ
り
、
明
代
の
張
綖
に
始
ま
る
〕」
と
論
じ
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
、

明
清
以
来
い
わ
ば
定
説
と
さ
れ
て
い
た
こ
の
よ
う
な
見
方
は
、
実
は
正
し
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
現
存
の
最
も
早
い
詞
譜
は
、
張
綖

の
『
詩
余
図
譜
』
で
は
な
く
、
張
綖
よ
り
ほ
ぼ
半
世
紀
前
の
人
で
あ
る
周
瑛
の
『
詞
学
筌
蹄
』
で
あ
る
。

　
　
　
一
、『
詞
学
筌
蹄
』
の
編
者
周
瑛
に
つ
い
て

　
周
瑛
（
一
四
三
〇
―
一
五
一
八
）
は
、
字
を
梁
石
と
い
い
、
蒙
中
子
、
白
賁
道
人
と
号
し
た
。
ま
た
晩
年
は
翠
渠
と
号
し
、
弟
子
た
ち

は
翠
渠
先
生
と
呼
ん
だ
と
い
う
。
福
建
莆
田
の
人
。
景
泰
四
（
一
四
五
三
）
年
、
鎮
海
衛
の
学
生
で
あ
っ
た
時
に
郷
薦
に
応
じ
、
試
験

官
で
あ
っ
た
聶
大
年
は
そ
の
文
を
見
て
お
お
い
に
こ
れ
を
奇
と
し
、
詩
経
第
二
に
置
い
た
。
し
か
し
そ
の
後
何
度
も
礼
部
の
試
験
〔
会

試
〕
を
受
験
し
た
が
、
合
格
で
き
な
か
っ
た
。
成
化
五
（
一
四
六
九
）
年
、
四
十
歳
の
時
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
張
升
の
榜
に
お
い
て
第

二
甲
の
進
士
と
な
る
こ
と
が
で
き
た
。
成
化
七
（
一
四
七
一
）
年
に
は
広
徳
州
の
知
事
と
な
り
、
同
十
六
（
一
四
八
〇
）
年
に
は
南
京
礼

部
儀
制
司
郎
中
に
遷
る
。
ま
た
同
十
九
（
一
四
八
三
）
年
に
撫
州
の
知
府
と
な
り
、
調
せ
ら
れ
て
鎮
遠
の
知
と
な
っ
た
が
、
親
の
面
倒

を
み
る
た
め
に
い
っ
た
ん
帰
郷
し
た
。
弘
治
の
初
め
、
吏
部
尚
書
の
王
恕
の
推
薦
に
よ
っ
て
四
川
参
政
と
な
り
、
後
に
四
川
右
布
政
使

に
進
ん
だ
。
晩
年
は
家
居
し
て
学
問
に
専
念
し
、多
く
の
著
述
を
残
し
て
い
る
。
正
徳
十
三（
一
五
一
八
）年
に
八
十
九
歳
で
没
し
た
。『
明
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史
』
本
伝
に
は
「
正
徳
中
卒
、
年
八
十
七
〔
正
徳
中
に
卒
す
、
年
は
八
十
七
〕」
と
い
う
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
周
瑛
と
同
郷
の
友
人

で
あ
る
林
俊
の
『
見
素
集
』
巻
十
九
に
「
翠
渠
周
公
墓
誌
銘
」
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、そ
こ
に
は
、周
瑛
は
八
十
九
歳
の
時
に
病
気
に
よ
っ

て
亡
く
な
っ
た
が
、そ
の
年
月
日
は
正
徳
戊
寅（
一
五
一
八
）年
七
月
八
日
で
あ
っ
た
と
記
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
周
瑛
の
事
跡
は
、

『
明
史
』
巻
二
八
二
「
儒
林
伝
」、『
明
儒
学
案
』
巻
四
十
六
、
お
よ
び
四
庫
全
書
本
『
翠
渠
摘
稿
』
の
末
尾
に
附
さ
れ
て
い
る
鄭
岳
撰

の
本
伝
等
に
よ
っ
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
周
瑛
は
、
理
学
家
と
し
て
『
明
史
』「
儒
林
伝
」
と
『
明
儒
学
案
』
に
そ
の
伝
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
陳
献
章
（
白
沙
先
生
）
と
は
師

で
あ
り
ま
た
友
で
も
あ
る
と
い
う
関
係
で
あ
っ
た
。
陳
献
章
の
学
問
は
「
静
」
を
主
と
し
、
一
方
周
瑛
は
「
学
当
以
居
敬
為
主
、
敬
則

心
存
、
然
後
可
以
窮
理
〔
学
は
当
に
敬
に
居
る
を
以
て
主
と
為
す
、
敬
な
れ
ば
則
ち
心
存
し
、
然
る
後
に
以
て
理
を
窮
む
べ
し
〕」
と
説
い
た
。
こ
の

二
人
の
主
張
の
違
い
か
ら
、
張
詡
『
陳
献
章
行
状
』
で
は
周
瑛
を
陳
献
章
の
門
人
で
あ
る
と
称
し
、
周
瑛
の
末
裔
で
あ
る
周
成
は
逆
に

門
人
で
は
な
か
っ
た
と
力
説
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
四
庫
全
書
の
『
翠
渠
摘
稿
』
の
提
要
に
「
以
二
人
之
集
考
之
、
蓋
始
合
而
終
暌
者
、

詡
与
成
之
説
皆
各
執
其
一
偏
云④
〔
二
人
の
集
を
以
て
之
を
考
え
れ
ば
、
蓋
し
始
め
は
合
す
る
も
終
に
は
暌そむ
く
者
な
ら
ん
、
詡
と
成
と
の
説
は
皆
な
各
の

其
の
一
偏
を
執
る
と
云
う
〕」
と
言
っ
て
い
る
通
り
で
あ
ろ
う
。

　
周
瑛
の
著
述
は
、そ
の
自
撰
の
『
壙
志
』、林
俊
撰
「
墓
誌
銘
」
お
よ
び
本
伝
に
よ
る
と
、『
経
世
管
鑰
』『
律
呂
管
鑰
』『
地
理
蓍
亀
』『
周

易
参
同
契
本
義
』
等
が
あ
っ
た
が
、現
在
は
す
べ
て
伝
本
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
詩
文
別
集
に
つ
い
て
、『
自
撰
蒙
中
子
壙
志
』

は
『
閩
川
稿
』『
桐
川
稿
』『
臨
川
稿
』『
金
陵
稿
』『
金
台
稿
』
等
若
干
種
が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
は
お
そ
ら
く
、
任
期
が
終
わ
る

た
び
に
一
集
ず
つ
ま
と
め
ら
れ
た
小
集
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
林
俊
「
翠
渠
周
公
墓
誌
銘
」
で
は
『
翠
渠
集
』
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、

こ
れ
は
そ
れ
ら
小
集
を
ま
と
め
合
わ
せ
た
詩
文
集
の
名
称
で
あ
る
。
い
ま
伝
わ
っ
て
い
る
の
は
四
庫
全
書
本
『
翠
渠
摘
稿
』
七
巻
補
遺

一
巻
で
、「
提
要
」
で
は
「
所
著
詩
文
集
曰
翠
渠
類
稿
。
此
本
乃
其
門
人
林
近
龍
選
録
付
梓
、
故
曰
摘
稿
〔
著
わ
す
所
の
詩
文
集
を
翠
渠
類
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稿
と
曰
う
。
此
の
本
は
乃
ち
其
の
門
人
林
近
龍
の
選
録
し
て
梓
に
付
せ
し
も
の
な
り
、
故
に
摘
稿
と
曰
う
〕」
と
述
べ
て
い
る
。
案
ず
る
に
、
林
近
龍

は
周
瑛
の
門
人
で
あ
り
、
後
に
は
そ
の
婿
と
な
っ
た
。
ま
た
近
龍
は
周
瑛
の
友
人
・
林
俊
の
同
族
の
孫
で
あ
り
、
林
俊
が
「
翠
渠
周
公

墓
誌
銘
」
を
書
い
た
の
も
林
近
龍
の
要
請
に
よ
る
。
ま
た
「
補
遺
」
一
巻
に
は
、
説
三
篇
、
序
一
篇
、
詩
十
八
首
が
収
め
ら
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
康
煕
四
十
七
年
に
周
瑛
の
七
世
の
孫
で
あ
る
周
鑣
が
家
譜
の
中
か
ら
『
摘
稿
』
の
遺
漏
と
し
て
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
周
瑛
に
は
ま
た
別
に
『
書
纂
』
と
い
う
全
五
巻
の
書
法
に
関
す
る
著
作
が
あ
り
、『
明
史
』「
芸
文
志
」
に
著
録
さ
れ
、
ま
た
『
四
庫

全
書
総
目
』
の
子
部
芸
術
類
で
は
「
存
目
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
提
要
は
「
分
原
始
、
弁
体
、
考
法
、
会
通
、
択
佐
使
五
篇
。
原
始

篇
論
六
書
、
弁
体
篇
論
古
、
籀
、
篆
、
隸
、
草
、
八
分
、
飛
白
諸
体
及
歴
代
沿
革
、
考
法
篇
論
手
法
、
筆
法
、
書
法
、
会
通
篇
論
諸
家
書
、

択
佐
使
篇
論
筆
墨
紙
硯
。
大
抵
掇
拾
旧
文
、故
名
曰
纂
。
自
序
称
其
長
孫
南
鳳
年
十
有
一
、作
書
以
授
之
、故
所
錄
多
浅
近
易
明
云⑤〔
原
始
、

弁
体
、
考
法
、
会
通
、
択
佐
使
の
五
篇
に
分
る
。
原
始
篇
は
六
書
を
論
じ
、
弁
体
篇
は
古
、
籀
、
篆
、
隸
、
草
、
八
分
、
飛
白
の
諸
体
及
び
歴
代
の
沿
革
を
論
じ
、

考
法
篇
は
手
法
、
筆
法
、
書
法
を
論
じ
、
会
通
篇
は
諸
家
の
書
を
論
じ
、
択
佐
使
篇
は
筆
墨
紙
硯
を
論
ず
。
大
抵
旧
文
を
掇
拾
す
、
故
に
名
づ
け
て
纂
と
曰
う
。

自
序
に
其
の
長
孫
南
鳳
年
十
有
一
、
書
を
作
り
て
以
て
之
に
授
く
と
称
す
、
故
に
録
す
る
所
多
く
浅
近
に
し
て
明
ら
か
な
り
易
し
と
云
う
〕」
と
そ
の
内
容

に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
た
だ
『
書
纂
』
と
い
う
書
名
は
本
伝
や
諸
家
の
記
載
に
見
え
ず
、周
瑛
自
撰
の
『
壙
志
』
や
鄭
岳
撰
の
本
伝
、

ま
た
林
俊
の
墓
誌
銘
で
は
『
字
学
纂
要
』
と
い
う
書
物
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
『
字
学
纂
要
』
と
『
書
纂
』
と
は
お
そ
ら

く
同
一
の
書
で
あ
り
、
書
名
が
異
な
る
だ
け
で
あ
ろ
う
。

　
周
瑛
は
理
学
家
と
し
て
著
名
で
あ
り
、
詩
文
に
観
る
べ
き
作
品
が
少
な
い
た
め
、『
明
史
』
で
は
「
文
苑
伝
」
で
は
な
く
「
儒
林
伝
」

に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
鄭
岳
の
本
伝
で
は
「
文
章
渾
深
雅
健
、
有
根
柢
。
詩
格
調
高
古
、
字
画
初
学
晦
翁
、
変
為
奇
勁
〔
文

章
は
渾
深
雅
健
に
し
て
、
根
柢
有
り
。
詩
は
格
調
高
古
に
し
て
、
字
画
は
初
め
晦
翁
を
学
び
、
変
じ
て
奇
勁
を
為
す
〕」
と
述
べ
、
そ
の
詩
文
や
書
を
高

く
評
価
し
て
い
る
。
朱
彜
尊
の
『
明
詩
綜
』、
沈
徳
潜
の
『
明
詩
別
裁
集
』、
鄭
王
臣
の
『
莆
風
清
籟
集
』
な
ど
、
い
ず
れ
も
周
瑛
の
楽
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府
「
履
霜
操
」
を
載
録
し
、
そ
の
言
葉
が
怨
み
を
含
ん
で
い
て
も
怒
っ
て
お
ら
ず
、
韓
昌
黎
の
誤
り
を
正
す
に
た
る
作
品
で
あ
る
と
称

し
て
い
る⑥
。
陳
田
の
『
明
詩
紀
事
』
丙
籖
巻
六
は
周
瑛
の
詩
五
首
を
収
録
し
、「
詩
擬
古
音
節
極
合
、
律
絶
亦
饒
風
趣
〔
詩
は
古
音
節
に

擬
し
て
極
め
て
合
し
、
律
絶
も
亦
た
風
趣
饒おお
し
〕」
と
い
う
。『
翠
渠
摘
稿
』
巻
六
「
楽
府
」
類
に
は
そ
の
詞
七
首
が
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
う
ち
の
四
首
は
林
俊
（
見
素
）
と
の
唱
和
の
作
で
あ
り
、
二
人
の
交
情
の
厚
さ
が
窺
え
る
。『
詞
学
筌
蹄
』
の
序
文
が
林
俊
だ
け
に
依

頼
さ
れ
た
と
い
う
の
も
、
二
人
の
交
情
の
厚
さ
か
ら
す
れ
ば
当
然
の
こ
と
と
う
な
ず
け
よ
う
。
筆
者
は
か
つ
て
拙
著
『
明
詞
史
』〔
人

民
文
学
出
版
社
、
二
〇
〇
二
〕
に
お
い
て
、
周
瑛
の
「
満
江
紅
　
寓
南
都
題
西
園
池
亭
、
用
宋
僧
晦
庵
警
世
韻
〔
満
江
紅
　
南
都
に
寓
し
て
西

園
の
池
亭
に
題
す
、
宋
僧
晦
庵
の
警
世
の
韻
を
用
う
〕」
詞
一
首
を
引
き
、
そ
の
詞
中
に
「
譬
如
車
輪
三
十
輻
、
迭
為
上
下
交
翻
覆
〔
譬
へ
ば
車

輪
の
三
十
輻
の
如
く
、
迭
い
に
上
下
し
て
交
も
翻
覆
す
る
を
為
す
〕」「
器
小
不
能
勝
大
受
、
命
窮
豈
足
膺
多
福
〔
器
小
さ
け
れ
ば
大
受
に
勝
ふ
る
こ
と

能
わ
ず
、
命
窮
ま
れ
ば
豈
に
多
福
を
膺う
く
る
に
足
ら
ん
や
〕」
な
ど
の
句
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
彼
の
詞
を
「
講
義
語
録
の
押
韻
し
た
も
の
」
と

論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
当
初
は
周
瑛
の
詞
を
い
わ
ゆ
る
「
理
学
体
」
と
し
て
と
ら
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
の
だ
が
、
い

ま
じ
っ
く
り
と
彼
の
そ
の
他
の
諸
詞
を
見
て
み
る
と
、
そ
の
詞
句
に
は
情
趣
が
感
じ
ら
れ
、
必
ず
し
も
一
概
に
は
否
定
で
き
な
い
よ
う

に
思
う
。
理
学
家
で
あ
り
な
が
ら
詞
譜
を
編
纂
し
よ
う
と
考
え
た
事
実
自
体
が
、
周
瑛
が
き
わ
め
て
典
雅
で
風
流
な
趣
味
を
持
っ
て
い

た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

　
　
　
二
、『
詞
学
筌
蹄
』
の
詞
譜
と
し
て
の
性
質

　『
詞
学
筌
蹄
』
と
い
う
書
が
有
す
る
主
な
価
値
と
そ
の
詞
学
史
に
お
け
る
意
義
は
、
そ
れ
が
我
々
の
知
る
範
囲
で
、
ま
た
現
存
し
て

い
る
書
の
中
で
、
最
初
の
詞
譜
で
あ
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
こ
の
結
論
を
導
き
出
す
た
め
に
は
、
ま
ず
そ
の
詞
譜
と
し
て
の
性
質
を
証
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明
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
一
般
的
に
言
っ
て
、
詞
が
依
拠
す
る
譜
に
は
二
つ
の
種
類
が
あ
る
。
一
つ
は
音
譜
で
あ
り
、
即
ち
楽
曲
譜
で
あ
る
。
唐
宋
人
は
詞
を

作
る
際
、
音
譜
に
依
拠
し
て
い
た
。
劉
禹
錫
の
「
和
楽
天
春
詞
〔
楽
天
の
春
詞
に
和
す
〕」
詞
の
小
序
に
「
依
憶
江
南
曲
拍
為
句
〔
憶
江
南

の
曲
拍
に
依
り
て
句
を
為
る
〕」
と
あ
る
の
は
、
音
譜
に
従
っ
て
詞
を
作
っ
て
い
た
例
で
あ
る
。
張
炎
の
『
詞
源
』
に
「
音
譜
」
条
が
あ
り
、

ま
た
周
密
『
斉
東
野
語
』
巻
十
に
、
南
宋
時
代
に
『
楽
府
混
成
集
』
が
編
纂
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
て
「
古
今
歌
詞
之
譜
、
靡
不
略
具
〔
古

今
の
歌
詞
の
譜
、
略
ぼ
具
わ
ら
ざ
る
靡
し
〕」
と
言
っ
て
い
る
の
も
、
す
べ
て
楽
曲
譜
を
指
し
て
い
る
。
姜
夔
の
『
白
石
道
人
歌
曲
』
十
七
首

に
附
さ
れ
て
い
る
旁
譜
が
、
こ
の
楽
曲
譜
の
実
際
の
例
で
あ
ろ
う
。
も
う
一
種
の
譜
は
、
狭
義
の
詞
譜
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
詞
を
作
る

際
に
依
拠
す
べ
き
声
調
譜
で
あ
る
。
そ
の
基
本
的
な
形
式
は
、
広
く
各
種
の
詞
調
を
載
録
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
調
の
句
法
、
字
数
や
平
仄

を
さ
ぐ
り
、
定
格
を
決
定
し
て
「
調
有
定
句
、
句
有
定
字
、
字
有
定
声
〔
調
に
定
句
有
り
、
句
に
定
字
有
り
、
字
に
定
声
有
ら
〕」〔
明
・
徐
師
曾

『
文
体
明
弁
序
説
』〕
し
め
る
働
き
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
通
常
、
詞
譜
と
い
う
場
合
は
こ
の
後
者
を
指
し
、
ま
さ
に
こ
の
意
味
に
お
い
て
、

『
詞
学
筌
蹄
』
は
我
々
の
知
る
範
囲
で
、
ま
た
現
存
の
書
物
の
中
で
最
初
の
詞
譜
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

　『
詞
学
筌
蹄
』
は
刊
本
の
存
在
は
知
ら
れ
ず
、た
だ
抄
本
の
み
流
伝
し
た⑦
。
鄭
岳
の
本
伝
と
林
俊
撰
「
翠
渠
周
公
墓
誌
銘
」
と
が
『
詞

学
筌
蹄
』
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
以
外
、
明
代
以
来
の
書
目
に
お
い
て
こ
の
書
を
著
録
し
て
い
る
も
の
は
非
常
に
少
な
い
。
管
見
に

よ
れ
ば
、
わ
ず
か
に
下
記
の
諸
書
に
見
え
る
の
み
で
あ
る
。

一
、
黄
虞
稷
『
千
頃
堂
書
目
』

　
巻
三
十
二
「
詞
曲
類
」
に
『
詞
学
筌
蹄
』
の
書
名
を
著
録
す
る
が
、
撰
者
名
や
巻
数
は
記
載
し
て
い
な
い
。
著
録
箇
所
に
お
け
る
時

代
の
先
後
を
見
る
に
元
代
の
書
と
し
て
記
入
し
て
お
り
、
お
そ
ら
く
『
詞
学
筌
蹄
』
の
編
者
も
成
書
の
時
期
も
、
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
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た
の
で
あ
ろ
う
。

二
、
唐
圭
璋
先
生
『
全
宋
詞
』

　
巻
首
「
引
用
書
目
」「
詞
譜
類
」
の
冒
頭
が
こ
の
書
で
あ
り
、「
詞
学
筌
蹄
八
巻
、明
周
瑛
撰
、明
抄
本
、上
海
図
書
館
蔵
」
と
著
録
す
る
。

三
、『
中
国
古
籍
善
本
書
目
』（
集
部
）

　「
詞
類
」「
詞
譜
」
に
、「
詞
学
筌
蹄
八
巻
、
明
周
瑛
輯
、
清
初
抄
本
」
と
著
録
す
る
。

四
、
王
洪
主
編
『
唐
宋
詞
百
科
大
辞
典
』

　「
詞
学
専
論
・
詞
韻
」
の
部
に
『
詞
学
筌
蹄
』
の
条
が
あ
り
、
蔣
哲
倫
氏
が
執
筆
さ
れ
て
い
る
。
蔣
氏
は
「
詞
譜
。
明
周
瑛
撰
、
明

蔣
華
編
録
、明
徐
樀
考
正
。
明
弘
治
九
（
一
四
九
六
）
年
藍
格
抄
本
、有
弘
治
七
（
一
四
九
四
）
年
周
瑛
序
及
弘
治
九
年
林
俊
序
…
…⑧
。〔
詞
譜
。

明
・
周
瑛
撰
、
明
・
蔣
華
編
録
、
明
・
徐
樀
考
正
。
明
・
弘
治
九
年
の
藍
格
抄
本
が
存
し
、
弘
治
七
年
の
周
瑛
序
と
弘
治
九
年
の
林
俊
序
文
が
附
さ
れ
て
い
る
〕」

と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
こ
れ
ま
で
で
最
も
詳
細
な
記
述
で
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
は
「
明
・
弘
治
九
年
藍
格
抄
本
」
と
記
さ
れ

て
い
る
が
、
唐
圭
璋
先
生
『
全
宋
詞
』
の
「
明
抄
本
」
と
こ
の
「
弘
治
九
年
藍
格
抄
本
云
々
」、
ま
た
『
中
国
古
籍
善
本
書
目
』
が
著

録
す
る
「
清
初
抄
本
」
の
三
種
は
、
実
は
す
べ
て
同
一
の
書
物
で
あ
り
、
た
だ
抄
写
時
期
に
つ
い
て
の
判
断
が
異
な
っ
て
い
る
だ
け
で

あ
ろ
う
。

五
、
王
兆
鵬
・
劉
尊
明
主
編
『
宋
詞
大
辞
典
』
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　「
研
究
著
作
」
類
に
『
詞
学
筌
蹄
』
条
を
載
せ
る
。
内
容
は
基
本
的
に
は
右
記
の
『
唐
宋
詞
百
科
大
辞
典
』
と
同
じ
で
あ
る⑨
。

六
、
ま
た
、
清
初
の
褚
人
獲
撰
『
堅
瓠
集
』
に
『
詞
学
筌
蹄
』
を
引
い
て
、「
詞
学
筌
蹄
載
楊
陰
樵
人
影
詞
尤
佳
。
只
道
空
花
云
云
〔
詞

学
筌
蹄
に
載
す
楊
陰
樵
の
人
影
詞
尤
も
佳
な
り
。
只
だ
道
う
空
花
、
云
々
〕」
と
見
え
て
い
る⑩
。
た
だ
、
こ
の
楊
陰
樵
「
人
影
詞
」
の
詞
調
は
「
満

庭
芳
」
で
あ
る
が
、
い
ま
伝
存
し
て
い
る
抄
本
『
詞
学
筌
蹄
』
巻
八
の
末
尾
に
「
満
庭
芳
」
が
見
え
、
詞
六
首
を
収
め
て
い
る
も
の
の
、

こ
の
楊
陰
樵
詞
は
録
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
が
褚
人
獲
の
誤
記
に
よ
る
の
か
、
あ
る
い
は
現
存
抄
本
の
抄
写
漏
れ
で
あ
る
の
か
、
い
ま

の
と
こ
ろ
よ
く
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
こ
の
『
堅
瓠
集
』
の
記
事
は
、『
詞
学
筌
蹄
』
が
抄
本
で
あ
り
な
が
ら
、
清
初
の
当
時
に
お
い

て
使
用
さ
れ
、
ま
た
引
用
し
た
人
が
い
た
と
い
う
重
要
な
事
実
を
示
し
て
い
る
。

　
現
在
一
般
の
読
者
が
簡
単
に
見
る
こ
と
の
で
き
る
『
詞
学
筌
蹄
』
は
、
上
海
図
書
館
所
蔵
抄
本
を
影
印
し
た
『
続
修
四
庫
全
書
』
本

で
あ
ろ
う
。
上
海
図
書
館
所
蔵
の
原
本
は
、
匡
郭
の
高
さ
が
二
一
二
ミ
リ
、
横
が
三
〇
〇
ミ
リ
、
半
葉
十
行
、
各
行
二
十
字
、
正
楷
書

体
で
大
変
丁
寧
に
抄
写
さ
れ
て
い
る
。
巻
首
に
は
弘
治
九
（
一
四
九
六
）
年
に
書
か
れ
た
林
俊
『
詞
学
筌
蹄
』
序
文
が
あ
る
。
林
俊
も

い
く
つ
か
の
詞
を
作
っ
て
は
い
る
が
、決
し
て
得
意
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
本
序
文
中
に
お
い
て
詞
の
形
式
の
変
遷
を
「
詞
始
于
漢
、

盛
于
魏
晋
隋
唐
、
而
又
盛
于
宋
、
即
所
謂
白
雪
体
者
〔
詞
は
漢
に
始
ま
り
、
魏
晋
隋
唐
に
盛
ん
に
し
て
、
又
た
宋
に
盛
ん
な
る
は
、
即
ち
所
謂
白
雪

体
な
る
者
な
り
〕」
と
大
仰
に
論
じ
て
い
る
が
、
詞
を
漢
魏
の
楽
府
詩
と
混
同
し
て
い
る
上
に
、
い
わ
ゆ
る
白
雪
体
と
は
何
を
指
し
て
言
っ

て
い
る
の
か
不
明
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
本
序
文
は
、
詞
を
知
ら
な
い
の
に
強
い
て
詞
を
説
く
も
の
で
あ
っ
て
、
取
る
に
足
り
な
い
と
言

わ
ざ
る
を
え
な
い
。
林
俊
序
の
次
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
、
弘
治
甲
寅
（
一
四
九
四
、
林
俊
序
の
二
年
前
）
の
周
瑛
自
序
で
あ
る
。
こ
の

自
序
に
お
い
て
周
瑛
は
、
本
書
の
体
例
の
特
徴
を
「
草
堂
旧
所
編
、
以
事
為
主
、
諸
調
散
入
事
下
。
此
編
以
調
為
主
、
諸
事
幷
入
調
下
。
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且
逐
調
為
之
譜
。
圜
者
平
声
、
方
者
側
声
、
使
学
者
按
譜
塡
詞
、
自
道
其
意
中
事
、
則
此
其
筌
蹄
也
〔
草
堂
の
旧
と
編
す
る
所
は
、
事
を
以

て
主
と
為
し
、
諸
調
散
じ
て
事
の
下
に
入
る
。
此
の
編
は
調
を
以
て
主
と
為
し
、
諸
事
幷
び
に
調
の
下
に
入
る
。
且
つ
調
を
逐
い
て
之
が
譜
を
為
る
。
圜
な

る
者
は
平
声
、
方
な
る
者
は
側
声
、
学
ぶ
者
を
し
て
譜
を
按
じ
て
詞
を
塡
し
、
自
ら
其
の
意
中
の
事
を
道
わ
し
む
れ
ば
、
則
ち
此
れ
其
れ
筌
蹄
な
ら
ん
〕」
と

説
明
し
て
い
る
。
按
ず
る
に
「
筌
蹄
」
と
い
う
語
は
、『
荘
子
』「
外
物
篇
」
の
「
荃
者
所
以
在
魚
、
得
魚
而
忘
筌
。
蹄
者
所
以
在
兔
、

得
兔
而
忘
蹄
〔
荃
は
魚
を
在とら
う
る
所
以
、魚
を
得
て
筌
を
忘
る
。
蹄
は
兔
を
在とら
う
る
所
以
、兔
を
得
て
蹄
を
忘
る
〕」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。「
荃
」

は
も
と
「
筌
」
に
作
り
、
魚
を
捕
る
た
め
の
道
具
で
あ
り
、
ま
た
「
蹄
」
は
兔
を
生
け
捕
る
道
具
で
あ
っ
て
、
後
に
「
筌
蹄
」
は
目
的

に
到
達
す
る
た
め
の
手
段
や
道
具
と
い
う
意
に
喩
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
『
詞
学
筌
蹄
』
と
い
う
書
名
か
ら
は
、
初
学
者
に
、
譜

に
従
っ
て
詞
を
作
る
こ
と
を
教
え
導
く
機
能
を
持
つ
道
具
と
し
よ
う
と
い
う
意
図
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
、
既
に
一
般
の
総
集
と
は

は
っ
き
り
と
区
別
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
周
瑛
と
林
俊
の
序
文
に
よ
れ
ば
、こ
の
書
の
編
録
は
四
川
府
学
教
授
の
蔣
華（
質
夫
）

が
行
い
、考
正
に
は
蜀
の
人
で
あ
る
徐
楠
（
山
甫
）
が
当
た
っ
た
と
い
う
。
弘
治
初
年
、周
瑛
は
ち
ょ
う
ど
四
川
右
布
政
使
の
任
に
あ
り
、

し
た
が
っ
て
蔣
、
徐
の
二
氏
も
喜
ん
で
そ
の
仕
事
を
担
当
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
周
瑛
は
企
画
立
案
と
主
編
の
役

割
を
担
っ
た
だ
け
で
、
具
体
的
な
編
集
校
訂
作
業
は
蔣
華
、
徐
楠
の
二
人
が
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　『
詞
学
筌
蹄
』
は
す
べ
て
八
巻
、
周
瑛
の
自
序
で
は
「
凡
為
調
一
百
七
十
七
、
為
詞
三
百
五
十
三
〔
凡
そ
調
た
る
は
一
百
七
十
七
、
詞
た

る
は
三
百
五
十
三
〕」
と
称
し
て
い
る
が
、
実
際
に
は
目
録
中
の
詞
調
の
順
序
と
そ
れ
ぞ
れ
の
調
の
収
録
作
品
数
に
は
い
ず
れ
も
若
干
の

誤
り
が
あ
り
、
抄
本
に
よ
っ
て
統
計
し
て
み
る
と
詞
調
は
一
七
六
調
、
作
品
数
は
三
五
四
首
と
な
る
。
具
体
的
な
状
況
は
左
表
の
通
り

で
あ
る
。

　
巻
次

詞
調
数

詞
作
篇
数

備
　
　
考



―208―

第
一
巻

20

42

目
録
で
は
41
首
と
す
る

第
二
巻

26

32

目
録
で
は
30
首
と
す
る

第
三
巻

23

43

第
四
巻

22

43

第
五
巻

20

79

第
六
巻

28

28

第
七
巻

15

50

第
八
巻

22

37

　『
詞
学
筌
蹄
』
の
詞
譜
と
し
て
の
性
格
が
最
も
際
立
っ
て
い
る
の
は
次
の
二
点
で
あ
る
。

（
一
）
詞
調
を
基
準
に
排
列
し
、
同
じ
詞
調
を
重
複
さ
せ
な
い
点
。

　
周
瑛
の
自
序
に
、『
草
堂
詩
余
』
等
の
古
い
詞
選
が
「
以
事
為
主
、
諸
調
散
入
事
下
〔
事
を
以
て
主
と
為
し
、
諸
調
散
じ
て
事
の
下
に
入
る
〕」

と
述
べ
る
が
、
こ
の
「
事
」
と
は
、
作
品
の
基
と
な
っ
た
事
実
や
具
体
的
な
叙
述
内
容
を
指
す
の
で
は
な
く
、「
春
恨
」
や
「
秋
感
」

な
ど
と
い
っ
た
類
型
化
さ
れ
た
題
材
を
指
し
て
い
る
。
実
は
、
通
常
の
詞
の
選
本
は
往
々
に
し
て
詞
人
別
に
編
纂
し
て
そ
の
佳
詞
を
選

録
す
る
と
い
う
体
裁
を
取
る
の
で
あ
る
が
、
題
材
ご
と
に
分
類
し
て
編
集
す
る
と
い
う
詞
選
の
ス
タ
イ
ル
は
『
草
堂
詩
余
』
が
は
じ
め

て
試
み
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
ま
た
明
代
に
『
草
堂
詩
余
』
が
流
行
し
た
大
き
な
原
因
と
も
な
っ
た
。『
詞
学
筌
蹄
』
の
他
の
詞
集

と
は
異
な
る
独
創
的
な
点
は
、『
草
堂
詩
余
』
の
分
類
編
纂
方
式
を
踏
襲
し
な
か
っ
た
と
い
う
点
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
詞
調
別
に
編

纂
す
る
と
い
う
新
た
な
体
例
を
確
立
し
た
点
に
こ
そ
あ
る
。
分
類
編
纂
で
あ
れ
ば
さ
ま
ざ
ま
な
詞
調
が
混
ざ
っ
て
排
列
さ
れ
る
が
、
詞

調
別
の
編
纂
だ
と
同
じ
詞
調
が
他
の
箇
所
に
も
重
複
し
て
現
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
（
た
だ
し
、『
詞
学
筌
蹄
』
中
に
は
同
じ
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詞
調
が
重
出
す
る
例
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
誤
謬
で
あ
っ
て
故
意
に
重
出
さ
せ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
）。

（
二
）
視
覚
的
な
図
譜
の
方
法
で
所
収
の
詞
調
の
形
式
を
示
し
て
い
る
点
。

　
あ
る
種
の
図
式
で
各
詞
調
そ
れ
ぞ
れ
の
形
式
を
表
記
し
よ
う
と
す
る
考
え
方
は
、
各
詞
譜
が
共
通
し
て
も
つ
傾
向
と
言
っ
て
よ
い
。

こ
の
図
式
に
は
、
お
お
む
ね
三
種
類
の
方
式
が
あ
る
。
一
つ
は
『
詞
学
筌
蹄
』
の
譜
の
よ
う
に
、「
圜
者
平
声
、
方
者
側
声
〔
圜
な
る
者

は
平
声
、
方
な
る
者
は
側
声
〕」
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
二
つ
め
は
張
綖
の
『
詩
余
図
譜
』
で
初
め
て
用
い
ら
れ
た
方
法
で
、
中
が
空
白
の

丸
を
「
平
」、
空
白
の
な
い
丸
を
「
仄
」、
上
半
分
が
空
白
で
下
が
つ
ま
っ
て
い
る
丸
を
「
も
と
は
平
だ
が
仄
で
も
可
」、
上
が
つ
ま
っ

て
下
半
分
が
空
白
の
丸
を
「
も
と
は
仄
だ
が
平
で
も
可
」
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、陳
廷
敬
等
撰
『
康
煕
詞
譜
』
や
頼
以
邠
の
『
塡

詞
図
譜
』
も
こ
の
方
法
を
採
用
し
た
。
頼
以
邠
の
「
凡
例
」
で
は
、半
分
空
白
で
半
分
つ
ま
っ
て
い
る
丸
を
「
大
約
上
半
為
現
譜
之
音
、

下
半
為
通
用
之
法
〔
大
約
上
半
を
現
譜
の
音
と
為
し
、
下
半
を
通
用
の
法
と
為
す
〕」
と
説
明
し
て
お
り
、
こ
れ
は
お
お
ま
か
に
「
可
平
可
仄
」

と
い
う
よ
り
も
、
よ
り
正
確
な
言
い
方
で
あ
ろ
う
。
三
番
目
は
最
も
簡
便
な
方
式
で
、
龍
楡
生
の
『
唐
宋
詞
格
律
』〔
上
海
古
籍
出
版
社
、

一
九
七
八
〕
の
譜
式
を
そ
の
代
表
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
横
棒
が
平
声
、
縦
棒
が
仄
声
、「
十
」
字
が
平
も
可
、
仄
も
可
、
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
説
明
だ
け
で
は
分
か
り
づ
ら
い
の
で
、具
体
例
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
詞
譜
が
い
ず
れ
も
収
録
し
て
い
る
「
踏
沙
行
」
を
挙
げ
、

比
較
し
て
み
よ
う
。

『
詞
学
筌
蹄
』

　
○
□
○
○
．
□
○
○
□
．
○
○
○
□
○
○
□
．
□
○
□
□
□
○
○
．
□
○
○
□
○
○
□
．

　
○
□
○
○
．
□
○
○
□
．
○
○
□
□
○
○
□
．
□
○
○
□
□
○
○
．
○
○
○
□
○
○
□
．
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�
●
○
○
　
�
○
�
●
仄
起
　
�
○
�
●
○
○
●
仄
叶
　
�
○
�
●
●
○
○
　
�
○
�
●
○
○
●
仄
叶

　
�
●
○
○
　
�
○
�
●
仄
叶
　
�
○
�
●
○
○
●
仄
叶
　
�
○
�
●
●
○
○
　
�
○
�
●
○
○
●
仄
叶

龍
楡
生
『
唐
宋
詞
格
律
』

　
＋
｜
―
―
（
句
）
＋
―
＋
｜
（
韻
）
＋
―
＋
｜
―
―
｜
（
韻
）
＋
―
＋
｜
｜
―
―
（
句
）
＋
―
＋
｜
―
―
｜
（
韻
）

　
＋
｜
―
―
（
句
）
＋
―
＋
｜
（
韻
）
＋
―
＋
｜
―
―
｜
（
韻
）
＋
―
＋
｜
｜
―
―
（
句
）
＋
―
＋
｜
―
―
｜
（
韻
）

　
清
・
頼
以
邠
『
塡
詞
図
譜
』
の
「
凡
例
」
に
「
平
仄
音
韻
、
諸
刻
本
有
加
圏
字
上
者
、
有
明
註
字
下
者
、
有
方
界
文
旁
者
、
総
求
簡

約
、
以
倹
刻
資
、
無
甚
同
異
。
但
段
截
瑣
砕
、
覚
未
便
於
初
学
、
兹
仍
依
古
譜
図
圏
之
法
〔
平
仄
音
韻
、
諸
刻
本
圏
を
字
上
に
加
う
る
者
有
り
、

註
を
字
下
に
明
ら
か
に
す
る
者
有
り
、
文
旁
に
方
界
す
る
者
有
り
、
総
べ
て
簡
約
を
求
め
て
、
以
て
資
を
倹
刻
し
、
甚
し
く
は
同
異
す
る
無
し
。
但
だ
段
截

瑣
砕
に
し
て
、
未
だ
初
学
に
便
な
ら
ざ
る
を
覚
え
、
兹
に
仍
ち
古
譜
図
圏
の
法
に
依
る
〕」
と
い
う
。
こ
の
頼
氏
の
説
く
と
こ
ろ
は
、
非
常
に
妥
当

で
あ
る
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
詞
譜
を
編
纂
す
る
に
際
し
て
は
、
簡
約
で
あ
る
こ
と
と
、
初
学
者
に
と
っ
て
使
い
や
す
い
こ
と
と
い
う
、

二
つ
の
大
原
則
が
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
見
れ
ば
、
周
瑛
の
『
詞
学
筌
蹄
』
の
図
式
は
、
基
本
的
に
こ
の
二
つ
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る

と
言
え
よ
う
。
た
だ
あ
え
て
欠
点
を
挙
げ
れ
ば
、
図
式
の
四
角
と
丸
は
、
そ
こ
に
用
い
ら
れ
る
文
字
が
平
声
で
あ
る
か
仄
声
で
あ
る
か

を
示
す
だ
け
で
あ
り
、「
平
で
も
可
」「
仄
で
も
可
」
と
い
う
情
報
を
同
時
に
表
示
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
で
は

後
の
二
種
類
の
図
式
の
方
が
便
利
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
先
例
が
ま
っ
た
く
な
い
状
況
に
お
い
て
こ
の
よ
う
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な
詞
譜
の
図
式
を
作
り
出
し
た
こ
と
に
は
、
充
分
な
価
値
と
意
義
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。
後
出
の
も
の
が
さ
ま
ざ
ま
な
例
を
比
較
参

照
し
て
、
以
前
よ
り
も
す
ぐ
れ
た
も
の
を
作
り
出
す
の
は
、
理
の
当
然
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
三
、『
詞
学
筌
蹄
』
が
現
存
最
初
の
詞
譜
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て

　
こ
れ
ま
で
は
張
綖
の
『
詩
余
図
譜
』
が
最
も
早
い
詞
譜
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
か
ら
、こ
こ
で
我
々
が
『
詞
学
筌
蹄
』

こ
そ
が
現
存
最
初
の
詞
譜
で
あ
る
と
論
じ
る
た
め
に
は
、
こ
の
二
書
の
先
後
に
つ
い
て
考
証
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
張
綖
の
生
卒
年
に
つ
い
て
は
、
諸
書
に
記
載
が
な
い
。
銭
謙
益
の
『
列
朝
詩
集
小
伝
』
丙
集
は
張
綖
に
つ
い
て
「
正
徳
癸
酉
挙
人
。

八
上
春
官
不
第
、
謁
選
為
武
昌
通
判
。
遷
知
光
州
、
罷
帰
〔
正
徳
癸
酉
の
挙
人
。
八
た
び
春
官
に
上
る
も
第
せ
ず
、
選
に
謁
し
て
武
昌
通
判
と
為
る
。

知
光
州
に
遷
り
て
、罷
め
て
帰
す
〕」
と
述
べ
る
。『
乾
隆
高
郵
州
志
』
巻
十
は
「
張
綖
は
十
五
歳
で
府
学
に
遊
学
し
、正
徳
癸
酉
八
（
一
五
一
三
）

年
に
郷
試
に
合
格
し
て
挙
人
と
な
っ
た
。
八
回
礼
部
の
試
験
を
受
け
た
が
合
格
せ
ず
、
吏
部
の
選
に
応
じ
て
武
昌
通
判
と
な
る
。
ま
た

光
州
の
守
と
な
っ
た
が
、
湖
南
の
布
政
使
や
按
察
使
が
張
綖
を
仕
事
を
怠
け
て
吟
詠
に
耽
っ
て
い
る
と
誣
告
し
た
た
め
、
官
を
捨
て

て
帰
郷
し
た
。
南
湖
で
読
書
し
、
五
十
七
歳
で
亡
く
な
っ
た
」
と
い
う
。
ま
た
張
綖
と
同
郷
で
あ
る
朱
日
藩
が
嘉
靖
庚
子
（
一
五
四
〇
）

に
書
い
た
『
南
湖
集
序
』
に
は
「
去
年
秋
、先
生
嗣
子
惟
一
刻
先
生
全
集
成
、持
過
涇
上
、以
序
見
属
。
集
自
弘
治
辛
酉
、迄
嘉
靖
庚
子
、

編
年
分
類
、
凡
四
巻
〔
去
年
の
秋
、
先
生
の
嗣
子
惟
一
先
生
の
全
集
を
刻
し
て
成
り
、
持
し
て
涇
上
に
過
り
て
、
序
を
以
て
属
せ
ら
る
。
集
は
弘
治
辛
酉

よ
り
、
嘉
靖
庚
子
に
迄
び
、
編
年
分
類
し
て
、
凡
て
四
巻
な
り
〕」
と
述
べ
て
い
る
。
張
綖
の
詩
文
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
作
品
の
下
限
が
嘉
靖

庚
子
十
九
（
一
五
四
〇
）
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
あ
る
い
は
こ
の
嘉
靖
十
九
年
が
張
綖
の
卒
年
で
あ
る
と
も
考
え
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。『
乾
隆
高
郵
州
志
』
の
小
伝
に
「
年
五
十
七
卒
〔
年
五
十
七
に
し
て
卒
す
〕」
と
言
っ
て
い
る
の
で
卒
年
か
ら
逆
算
す
る
と
、
張
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綖
は
成
化
二
十
年
甲
辰
（
一
四
八
四
）
に
生
ま
れ
、詩
文
集
収
録
作
品
で
最
も
早
い
弘
治
辛
酉
（
一
五
〇
一
）
の
年
に
は
ち
ょ
う
ど
十
八
歳
、

正
徳
八
年
癸
酉
（
一
五
一
三
）
に
郷
試
に
合
格
し
た
時
は
二
十
九
歳
で
あ
る
。
八
回
礼
部
の
試
験
を
受
け
た
が
合
格
し
な
か
っ
た
と
言
っ

て
い
る
の
で
、
吏
部
の
選
に
応
じ
て
武
昌
通
判
と
な
っ
た
の
は
す
で
に
五
十
歳
に
近
い
頃
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
生
卒

年
は
推
測
に
過
ぎ
ず
多
少
の
前
後
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
た
だ
誤
っ
て
い
た
と
し
て
も
さ
ほ
ど
大
き
な
差
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

さ
き
に
見
た
よ
う
に
、
周
瑛
の
生
年
は
明
・
宣
徳
五
（
一
四
三
〇
）
年
で
あ
り
、
張
綖
よ
り
も
五
十
四
歳
の
年
長
で
あ
る
。
ま
た
周
瑛
『
詞

学
筌
蹄
』
序
は
弘
治
七
年
甲
寅
（
一
四
九
四
）
に
、
さ
ら
に
林
俊
の
序
文
は
弘
治
九
年
丙
辰
（
一
四
九
六
）
に
書
か
れ
て
お
り
、
こ
の
時

張
綖
は
ま
だ
総
角
の
少
年
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
張
綖
の
『
詩
余
図
譜
』
が
吏
部
の
選
に
応
じ
る
以
前
に
編
ま
れ
た
か
、
あ
る

い
は
官
を
罷
め
帰
郷
後
に
編
集
さ
れ
た
か
、い
ず
れ
で
あ
っ
た
に
し
て
も
『
詞
学
筌
蹄
』
の
成
書
よ
り
も
数
十
年
ほ
ど
遅
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
四
、『
詞
学
筌
蹄
』
に
不
足
し
て
い
る
点
に
つ
い
て

　
詞
譜
と
し
て
み
る
と
き
、『
詞
学
筌
蹄
』
に
不
足
し
て
い
る
主
な
点
は
、
以
下
の
四
点
で
あ
る
。

（
一
）
詞
と
譜
と
が
完
全
に
は
対
応
し
て
い
な
い
点
。

　『
詞
学
筌
蹄
』
は
そ
れ
ぞ
れ
の
詞
調
ご
と
に
た
だ
一
種
類
の
定
型
を
表
示
す
る
だ
け
で
、
そ
の
詞
調
の
別
の
詞
型
を
「
又
一
体
」
と

い
う
か
た
ち
で
提
示
し
な
い
。
ま
た
譜
で
示
さ
れ
る
文
字
の
平
仄
に
つ
い
て
も
、
た
だ
「
平
」「
仄
」
を
規
定
し
て
い
る
だ
け
で
、「
平

で
も
可
」「
仄
で
も
可
」
と
い
う
弾
力
的
な
幅
を
設
け
て
い
な
い
。
一
般
に
、
あ
る
詞
調
に
お
い
て
一
首
の
詞
を
選
録
し
た
場
合
、
こ

の
詞
と
詞
譜
と
は
形
式
が
一
致
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、『
詞
学
筌
蹄
』
は
こ
の
よ
う
な
基
本
的
な
こ
と
で
さ
え
で
き
て
い
な
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い
こ
と
が
あ
り
、
正
確
さ
に
欠
け
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
ま
た
あ
る
詞
調
の
作
例
と
し
て
、
格
律
上
に
種
々
の
違
い
が
あ
る
複
数

の
作
品
を
収
録
す
る
こ
と
が
あ
り
、こ
の
場
合
そ
れ
ら
の
作
品
は
そ
の
詞
調
の「
又
一
体
」の
サ
ン
プ
ル
と
し
て
提
供
さ
れ
る
。
だ
が『
詞

学
筌
蹄
』
に
お
い
て
は
そ
う
な
っ
て
お
ら
ず
、
た
だ
そ
の
詞
調
の
優
れ
た
詞
を
選
ん
で
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
水

龍
吟
」
に
九
首
、「
玉
楼
春
」
に
十
首
、「
蝶
恋
花
」
に
十
一
首
、「
浣
渓
紗
」
に
十
四
首
、「
念
奴
嬌
」
で
は
十
五
首
が
録
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
ら
の
同
調
の
詞
に
お
い
て
は
変
格
の
も
の
も
有
る
も
の
の
、
す
べ
て
の
変
格
の
詞
型
を
包
含
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
す

な
わ
ち
こ
の
『
詞
学
筌
蹄
』
の
選
録
基
準
が
、
た
だ
詞
の
作
品
と
し
て
の
優
劣
に
の
み
あ
っ
て
、
詞
調
の
変
型
と
い
う
要
素
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
逆
に
、
複
数
の
変
格
が
存
在
す
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
た
だ
一
首
の
み
し
か
選
ば
れ
て
い
な
い
と
い
う
詞

調
の
例
も
多
い
。『
詞
学
筌
蹄
』に
は
す
べ
て
一
七
六
調
が
載
録
さ
れ
て
い
る
が
、そ
の
う
ち
一
二
三
調
は
一
首
し
か
選
ば
れ
て
お
ら
ず
、

こ
の
点
か
ら
も
、
編
者
の
念
頭
に
は
、
そ
の
詞
調
の
変
格
や
別
調
を
す
べ
て
収
録
し
よ
う
と
い
う
意
識
が
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
こ
と
が

分
か
る
。

（
二
）
詞
調
の
排
列
が
字
面
の
類
似
に
よ
っ
て
お
り
、
詞
の
格
律
や
宮
調
と
は
関
連
が
な
い
点
。

　
通
常
の
詞
譜
に
お
い
て
は
、
詞
調
の
排
列
に
は
以
下
の
よ
う
な
方
式
が
あ
る
。
一
つ
は
、
張
綖
『
詩
余
図
譜
』
と
清
・
頼
以
邠
の
『
塡

詞
図
譜
』
の
よ
う
に
、「
小
令
」「
中
調
」「
長
調
」
の
順
に
並
べ
る
も
の
。
二
つ
め
は
、
万
樹
の
『
詞
律
』、
清
康
煕
の
『
欽
定
詞
譜
』、

舒
夢
蘭
の
『
白
香
詞
譜
』
の
よ
う
に
、
詞
調
の
文
字
数
の
多
寡
に
よ
る
も
の
。
三
つ
め
は
、
清
・
謝
元
淮
『
砕
金
詞
譜
』
の
よ
う
に
、

宮
調
に
よ
っ
て
排
列
す
る
も
の
。
四
つ
め
は
、
龍
楡
生
の
『
唐
宋
詞
格
律
』
の
ご
と
く
、
押
韻
の
方
式
に
よ
る
分
類
で
排
列
す
る
も
の

で
、『
唐
宋
詞
格
律
』
で
は
、「
平
韻
格
」「
仄
韻
格
」「
平
仄
韻
転
換
格
」「
平
仄
韻
通
叶
格
」「
平
仄
韻
錯
叶
格
」
の
五
格
に
分
け
て
排

列
し
て
い
る
。
以
上
四
種
、
い
ず
れ
の
方
式
で
あ
っ
て
も
、
あ
る
一
定
の
論
理
で
順
序
づ
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
に
よ
っ
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て
検
索
し
や
す
く
、ま
た
排
列
の
法
則
性
を
理
解
し
や
す
く
な
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、『
詞
学
筌
蹄
』
に
お
け
る
詞
調
の
排
列
に
は
、

い
か
な
る
法
則
性
も
反
映
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
も
し
『
詞
学
筌
蹄
』
の
編
者
に
排
列
に
関
す
る
な
ん
ら
か
の
意
図
が
あ
っ
た
と

す
れ
ば
、
そ
れ
は
詞
調
名
の
字
面
の
類
似
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
巻
一
に
収
め
る
の
は
い
ず
れ
も
三
字
の
詞
調
で
あ
る
が
、「
瑞
龍
吟
」

「
水
龍
吟
」
の
よ
う
に
「
吟
」
字
を
持
つ
も
の
を
配
し
、
ま
た
「
武
陵
春
」「
沁
園
春
」
の
よ
う
に
「
春
」
字
が
あ
る
も
の
を
ま
と
め
て

収
録
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
た
だ
類
似
し
た
詞
調
名
を
集
め
る
と
い
う
排
列
方
式
は
、
編
者
が
詞
学
に
つ
い
て
は
ま
っ

た
く
の
門
外
漢
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
は
っ
き
り
と
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

（
三
）
多
く
の
常
用
の
詞
調
が
載
録
さ
れ
ず
、
反
対
に
僻
調
が
多
く
載
録
さ
れ
て
い
る
点
。

　
万
樹
の
『
詞
律
』
に
後
人
が
補
っ
た
「
補
遺
」
を
合
わ
せ
る
と
所
収
詞
調
は
八
七
五
調
、
ま
た
康
煕
『
欽
定
詞
譜
』
に
は
八
二
六
調

を
収
録
す
る
が
、
こ
の
う
ち
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
僻
調
が
約
半
分
を
占
め
て
お
り
、
実
際
に
常
用
さ
れ
る
詞
牌
は
百
余

調
に
過
ぎ
な
い
。『
詞
学
筌
蹄
』
は
一
七
六
調
を
収
録
し
、
張
綖
『
詩
余
図
譜
』
の
一
四
九
調
と
比
べ
る
と
や
や
多
い
が
、
ど
の
調
を

選
び
ど
の
調
を
選
ば
な
い
か
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
張
綖
が
詞
調
の
通
行
状
況
を
顧
慮
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、『
詞
学
筌
蹄
』
で

は
ま
っ
た
く
何
の
考
え
も
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。『
詞
学
筌
蹄
』
が
あ
る
詞
調
を
選
ぶ
理
由
は
、
そ
の
調
に
素
晴
ら
し
い
詞
が

あ
る
か
ら
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、「
憶
江
南
」「
漁
歌
子
」「
長
相
思
」「
破
陣
子
」「
朝
中
措
」「
漁
家
傲
」
な
ど
の
常
用

の
詞
調
は
収
め
ら
れ
ず
、「
燕
春
台
」「
華
胥
引
」「
西
平
楽
」「
玉
燭
新
」
等
の
僻
調
が
多
く
入
選
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
最

も
典
型
的
な
例
は
、「
春
霽
」「
秋
霽
」
の
二
調
で
あ
る
。「
春
霽
」
に
は
宋
・
胡
浩
然
の
首
句
「
遅
日
融
和
」
詞
一
首
を
録
し
、「
秋
霽
」

は
宋
・
無
名
氏
の
首
句
「
虹
影
侵
階
」
詞
を
、
こ
こ
で
は
陳
後
主
の
作
と
し
て
載
せ
て
い
る
。
後
に
述
べ
る
よ
う
に
『
詞
学
筌
蹄
』
は

『
草
堂
詩
余
』
と
関
連
が
深
い
の
で
、『
草
堂
詩
余
』
を
検
し
て
み
る
と
は
た
し
て
そ
の
後
集
巻
上
に
こ
の
二
詞
が
見
え
、「
秋
霽
」
に
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『
詞
学
筌
蹄
』
考
論

は
陳
後
主
の
名
が
附
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
毛
先
舒
の
『
塡
詞
名
解
』
に
は
「
秋
霽
之
調
、
創
自
李
後
主
。
至
宋
胡
浩

然
用
此
調
作
春
晴
詞
、
遂
名
春
霽
。
又
作
秋
晴
詞
、
亦
名
秋
霽
、
蓋
一
調
〔
秋
霽
の
調
は
、
李
後
主
よ
り
創
ま
る
。
宋
の
胡
浩
然
の
此
の
調
を

用
い
て
春
晴
詞
を
作
る
に
至
り
、
遂
に
春
霽
と
名
づ
く
。
又
た
秋
晴
詞
を
作
り
、
亦
た
秋
霽
と
名
づ
く
、
蓋
し
一
調
な
り
〕」
と
あ
る
。
毛
先
舒
は
博
学

で
は
あ
る
が
、
往
々
に
し
て
「
英
雄
人
を
欺
く
」
よ
う
な
こ
と
を
す
る
。
李
後
主
の
詞
に
は
「
秋
霽
」
も
「
春
霽
」
も
存
在
せ
ず
、
お

そ
ら
く
毛
先
舒
は
『
草
堂
詩
余
』
の
「
秋
霽
」
詞
に
陳
後
主
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
陳
後
主
は
李
後
主
の
誤
り
で
あ
る
と

思
い
こ
み
、
そ
こ
で
簡
単
に
作
者
を
李
後
主
と
改
め
て
、
出
処
を
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
の
だ
。
こ
の
毛
先
舒
の
説
は
、
他
に
何
か
基

づ
く
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
た
り
も
し
た
が
、
実
際
は
彼
の
勝
手
な
思
い
こ
み
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。『
詞
学
筌
蹄
』

が
多
数
の
常
用
詞
調
を
漏
ら
し
て
い
な
が
ら
、「
秋
霽
」「
春
霽
」
の
一
体
を
収
録
し
て
い
る
の
は
、
た
だ
『
草
堂
詩
余
』
に
従
っ
て
そ

の
ま
ま
収
め
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
編
者
の
嗜
好
に
よ
る
選
択
と
さ
え
も
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
四
）
同
じ
詞
調
が
前
後
に
重
複
し
て
い
る
点
。

　『
詞
学
筌
蹄
』
の
編
者
は
、
詞
学
を
知
ら
ず
た
だ
字
面
に
よ
っ
て
詞
調
を
羅
列
し
、
ま
た
同
調
異
名
が
有
る
こ
と
も
知
ら
な
か
っ
た

の
で
、
同
じ
詞
調
が
書
物
の
前
後
に
重
複
す
る
例
が
か
な
り
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
巻
一
の
「
玉
楼
春
」
と
巻
二
の
「
木
蘭
花
令
」、

巻
一
の
「
慶
春
沢
」
と
巻
二
の
「
高
陽
台
」、
巻
三
の
「
酹
江
月
」
と
巻
七
の
「
念
奴
嬌
」、
巻
七
の
「
桂
枝
香
」
と
巻
八
の
「
疏
簾
淡

月
」、巻
五
の
「
菩
薩
蛮
」
と
巻
六
の
「
重
畳
金
」
な
ど
、こ
れ
ら
は
す
べ
て
同
調
で
あ
る
。
反
対
に
「
攤
破
浣
渓
沙
」（
又
名
「
山
花
子
」）

と
「
浣
渓
紗
」
と
は
あ
き
ら
か
に
異
な
っ
た
詞
体
で
あ
り
、同
調
と
は
見
な
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
に
、『
詞
学
筌
蹄
』
で
は
と
も
に
「
浣

渓
紗
」
に
編
入
す
る
な
ど
、
ま
っ
た
く
詞
調
が
識
別
さ
れ
て
お
ら
ず
、
重
複
と
同
様
に
不
適
切
で
あ
る
。
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五
、『
詞
学
筌
蹄
』
と
『
草
堂
詩
余
』
と
の
淵
源
関
係

　
以
上
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、『
詞
学
筌
蹄
』
は
詞
譜
と
し
て
も
、
ま
た
詞
選
と
し
て
も
、
多
く
の
欠
点
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
挙
げ

た
も
の
以
外
に
も
、
た
と
え
ば
あ
る
詞
人
の
作
品
を
別
の
作
者
の
作
と
し
た
り
、
作
者
名
を
名
や
字
、
号
な
ど
バ
ラ
バ
ラ
に
表
記
し
た

り
、
字
号
の
み
記
し
て
姓
氏
を
加
え
て
い
な
か
っ
た
り
、
ま
た
抄
録
し
て
い
る
詞
に
欠
落
や
乱
簡
が
あ
っ
た
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
欠

点
が
見
ら
れ
る
。
だ
が
た
と
え
こ
れ
ら
の
欠
陥
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
が
古
い
選
本
、
特
に
明
代
の
選
本
に
は
し
ば
し
ば
見
ら

れ
る
誤
り
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
大
き
な
問
題
と
ま
で
は
言
え
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
実
は
こ
れ
ら
の
他
に
も
、
さ
ら
に
い
く

つ
か
の
理
解
し
が
た
い
問
題
が
有
る
。
た
と
え
ば
、『
詞
学
筌
蹄
』
に
お
い
て
最
も
多
く
作
品
を
収
録
さ
れ
て
い
る
詞
人
は
周
邦
彦
で

あ
り
、
そ
の
数
は
五
十
五
首
に
の
ぼ
る
。
そ
の
理
由
は
も
ち
ろ
ん
、
周
邦
彦
の
詞
が
音
律
に
諧
っ
て
い
て
、
模
範
と
す
る
に
足
る
も
の

で
あ
る
か
ら
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
だ
が
、
南
宋
後
期
の
詞
人
で
あ
る
姜
夔
、
呉
文
英
、
張
炎
、
周
密
ら
に
つ
い
て
は
、
彼

ら
も
み
な
宋
以
後
の
詞
選
集
の
編
者
か
ら
評
価
の
極
め
て
高
い
詞
人
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
ど
う
い
う
わ
け
か
『
詞
学
筌
蹄
』
に
は

一
首
も
載
録
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
姜
夔
の
「
暗
香
」「
疏
影
」「
揚
州
慢
」
は
み
な
そ
の
自
度
曲
で
あ
り
、
ま
た
呉
文
英
の
「
風

入
松
（
聴
風
聴
雨
過
清
明
）」「
八
声
甘
州
（
渺
空
煙
四
遠
）」「
鶯
啼
序
（
残
寒
正
欺
病
酒
）」
や
、張
炎
の
「
南
浦
（
波
暖
緑
粼
粼
）」「
高
陽
台
（
接

葉
巣
鶯
）」「
解
連
環
（
楚
江
空
晩
）」
等
は
、
い
ず
れ
も
歴
代
の
詞
選
や
詞
譜
に
お
い
て
選
録
さ
れ
る
比
率
が
非
常
に
高
い
作
品
で
あ
る
。

そ
れ
な
の
に
こ
れ
ら
の
作
品
が
『
詞
学
筌
蹄
』
で
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
は
も
は
や
周
瑛
ら
の
嗜
好
に
よ
る

選
択
と
い
う
だ
け
で
は
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
周
瑛
と
そ
の
幕
客
で
あ
っ
た
蔣
華
と
徐
樀
は
、
い
ず
れ
も
詞
学
の
専
門
家
で
は
な
く
、
ま
た
彼
ら
が
生
き
て
い
た
時
代
も
詞
学
が
普
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『
詞
学
筌
蹄
』
考
論

及
し
て
い
た
時
代
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
彼
ら
が
所
蔵
し
て
い
た
り
実
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
詞
籍
は
か
な
り
限
定
さ
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
彼
ら
が
『
詞
学
筌
蹄
』
の
よ
う
な
あ
る
程
度
規
模
の
あ
る
書
物

を
編
纂
で
き
た
の
は
、
な
に
か
基
づ
く
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
藍
本
と
し
て
、
最
も
可
能

性
が
あ
る
の
は
、
周
瑛
が
自
序
中
で
言
及
し
て
い
る
『
草
堂
詩
余
』
で
あ
る
。
は
た
し
て
、
ひ
と
た
び
『
詞
学
筌
蹄
』
と
『
草
堂
詩
余
』

と
を
対
比
し
て
見
比
べ
て
み
る
と
、『
詞
学
筌
蹄
』
に
見
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
難
な
く
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

　『
草
堂
詩
余
』
は
南
宋
・
何
士
信
の
編
で
あ
り
、
陳
振
孫
『
直
斎
書
録
解
題
』
に
既
に
著
録
さ
れ
て
い
る
。
南
宋
・
慶
元
年
間
に
成

立
し
た
王
楙
『
野
客
叢
書
』
が
、『
草
堂
詩
余
』
所
収
と
し
て
張
仲
宗
「
満
江
紅
」
を
引
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
草
堂
詩
余
』
は
慶
元

年
間
（
一
一
九
五
―
一
二
〇
〇
）
以
前
に
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
『
草
堂
詩
余
』
中
に
は
、
南
宋
後
期
の
姜
夔

や
呉
文
英
ら
諸
名
家
の
詞
が
選
録
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。『
詞
学
筌
蹄
』
が
明
代
に
編
纂
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
こ
れ
ら
南
宋
後
期

の
著
名
な
詞
人
の
作
品
や
彼
ら
が
作
製
し
た
詞
調
を
一
つ
も
選
ん
で
い
な
い
と
い
う
事
実
は
、
周
瑛
ら
が
た
だ
『
草
堂
詩
余
』
を
藍
本

と
し
て
そ
の
排
列
や
体
例
を
変
え
た
だ
け
で
あ
っ
て
、
自
ら
の
見
識
で
詞
を
選
択
し
よ
う
と
い
う
興
味
も
能
力
も
ま
っ
た
く
無
か
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　『
草
堂
詩
余
』
の
宋
刊
本
は
既
に
現
存
し
て
お
ら
ず
、
明
人
の
改
編
本
は
非
常
に
多
い
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
元
の
姿
を
失
っ
て
い

る
。
周
瑛
が
弘
治
初
年
に
見
る
こ
と
の
で
き
た
『
草
堂
詩
余
』
は
、お
そ
ら
く
洪
武
二
十
五
年
壬
申
（
一
三
九
二
）
遵
正
書
堂
刻
本
の
『
増

修
箋
註
妙
選
羣
英
草
堂
詩
余
』
前
集
二
巻
後
集
二
巻
で
あ
ろ
う
。『
続
修
四
庫
全
書
』
所
収
の
『
草
堂
詩
余
』
は
、
上
海
図
書
館
所
蔵

の
こ
の
遵
正
書
堂
刻
本
の
影
印
で
あ
る
。『
詞
学
筌
蹄
』
と
『
草
堂
詩
余
』
と
は
排
列
方
式
が
異
な
り
、選
録
さ
れ
て
い
る
詞
調
や
詞
人
、

詞
作
を
完
全
に
符
合
さ
せ
な
が
ら
全
面
的
に
比
較
対
照
し
て
い
く
の
は
い
さ
さ
か
困
難
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
下
記
四
点
に
お
け
る

対
比
を
通
し
て
、
両
書
の
淵
源
関
係
を
証
明
し
て
お
き
た
い
。
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（
一
）『
詞
学
筌
蹄
』
巻
一
所
収
冒
頭
十
種
の
詞
調
に
選
録
さ
れ
て
い
る
詞
に
つ
い
て
。

　
左
表
の
と
お
り
、
以
下
十
調
に
お
い
て
は
、
詞
題
や
詞
作
の
順
序
や
署
名
に
若
干
の
違
い
が
有
る
だ
け
で
、
両
書
に
選
ば
れ
て
い
る

同
調
の
詞
は
す
べ
て
同
じ
で
あ
る
。「
海
棠
春
」
一
首
は
、『
草
堂
詩
余
』
で
は
作
者
の
名
前
が
無
く
、
前
の
作
品
に
秦
少
游
と
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
た
め
『
詞
学
筌
蹄
』
は
こ
の
「
海
棠
春
」
を
秦
少
游
の
作
と
し
て
い
る
が
、
作
者
名
が
異
な
っ
て
い
る
だ
け
で
作
品
は

同
一
の
も
の
で
あ
る
。

序
次

詞
調

選
詞
数
量

　『
草
堂
詩
余
』
同
調
詞
比
較

1

瑞
龍
吟

1

一
首
選
録
、
作
者
・
作
品
す
べ
て
同
。

2

水
龍
吟

9

九
首
選
録
、
作
者
・
作
品
す
べ
て
同
。
順
番
の
み
異
な
る
。

3

丹
鳳
吟

1

一
首
選
録
、
作
者
・
作
品
す
べ
て
同
。

4

塞
翁
吟

1

一
首
選
録
、
作
者
・
作
品
す
べ
て
同
。

5

武
陵
春

1

一
首
選
録
、
作
者
・
作
品
す
べ
て
同
。

6

絳
都
春

2

二
首
選
録
、
作
者
・
作
品
す
べ
て
同
。
順
番
の
み
異
な
る
。

7

沁
園
春

1

一
首
選
録
、
作
者
・
作
品
す
べ
て
同
。

8

漢
宮
春

2

二
首
選
録
、
作
者
・
作
品
す
べ
て
同
。

9

海
棠
春

1

一
首
選
録
、
作
品
は
同
。
作
者
名
の
み
異
な
る
。

10

画
堂
春

2

二
首
選
録
、
作
者
・
作
品
す
べ
て
同
。

（
二
）
入
選
詞
人
の
作
品
に
つ
い
て
。

　『
詞
学
筌
蹄
』
に
入
選
し
て
い
る
詞
人
を
多
い
順
に
挙
げ
る
と
、
周
邦
彦
（
五
十
五
首
）、
秦
観
（
二
十
六
首
）、
蘇
軾
（
二
十
二
首
）、
柳
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永
（
二
十
首
）
と
な
る
。
こ
れ
を
『
草
堂
詩
余
』
と
比
較
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
て
い
る
数
と
作
品
は
、
一
、二
首
の
違
い
が
あ
る

だ
け
で
、
基
本
的
に
は
同
じ
で
あ
る
。
周
邦
彦
の
「
玉
楼
春
（
桃
渓
不
作
従
容
住
）」
と
蘇
軾
の
「
念
奴
嬌
（
大
江
東
去
）」
の
二
首
は
『
草

堂
詩
余
』
に
は
選
ば
れ
て
お
ら
ず
、『
詞
学
筌
蹄
』
が
別
の
書
物
に
よ
っ
て
加
え
た
も
の
で
、
結
果
的
に
『
草
堂
詩
余
』
の
遺
漏
を
補

う
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
三
）
入
選
詞
調
の
詞
人
と
作
品
に
つ
い
て
。

　『
詞
学
筌
蹄
』
に
所
収
の
詞
調
の
う
ち
作
例
が
多
い
の
は
、「
念
奴
嬌
」（
十
五
首
）、「
浣
渓
紗
」（
十
四
首
）、「
蝶
恋
花
」（
十
一
首
）、「
玉
楼
春
」

（
十
首
）
お
よ
び
「
水
龍
吟
」
と
「
賀
新
郎
」（
各
九
首
）
で
あ
る
。
こ
の
六
調
に
つ
い
て
『
草
堂
詩
余
』
と
比
べ
て
み
る
と
、
た
だ
「
念

奴
嬌
」
に
蘇
軾
の
首
句
「
大
江
東
去
」
の
一
首
、「
玉
楼
春
」
に
周
邦
彦
の
首
句
「
桃
渓
不
作
従
容
住
」
の
一
首
、「
賀
新
郎
」
に
劉
過

の
首
句
「
睡
覚
鶯
啼
暁
」
の
一
首
が
欠
け
て
い
る
だ
け
で
、
選
ば
れ
て
い
る
詞
の
詞
人
と
作
品
は
基
本
的
に
は
同
一
で
あ
る
。

（
四
）
両
書
に
見
え
る
誤
り
に
つ
い
て
。

　
唐
宋
人
の
詞
に
は
ほ
と
ん
ど
詞
題
は
附
い
て
い
な
い
が
、『
草
堂
詩
余
』
で
は
し
ば
し
ば
勝
手
に
「
春
情
」
や
「
秋
恨
」
な
ど
と
い
っ

た
詞
題
を
詞
牌
下
に
加
え
て
い
る
。『
詞
学
筌
蹄
』
は
、
そ
れ
ら
を
そ
の
ま
ま
引
く
だ
け
で
は
な
く
、『
草
堂
詩
余
』
中
の
分
類
で
あ
る

「
春
景
」「
初
春
」
と
い
っ
た
項
目
名
ま
で
も
、
詞
題
と
し
て
用
い
て
い
る
。

　『
草
堂
詩
余
』に
お
け
る
詞
人
名
の
表
し
方
は
、一
部
は
名
を
書
き
、多
く
は
字
や
号
を
記
す
な
ど
、統
一
が
は
か
ら
れ
て
い
な
い
。『
詞

学
筌
蹄
』
は
こ
れ
に
つ
い
て
も
『
草
堂
詩
余
』
の
記
載
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
新
た
な
誤
り
を
追
加
し
て
い
る
例
も

あ
る
。
た
と
え
ば
、
宋
か
ら
金
に
入
っ
た
詞
人
・
呉
激
、
字
は
彦
高
に
つ
い
て
、『
草
堂
詩
余
』
は
呉
彦
高
と
記
し
て
い
る
の
に
、『
詞
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学
筌
蹄
』
で
は
中
間
の
「
彦
」
字
を
漏
ら
し
、「
呉
高
」
と
表
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　『
草
堂
詩
余
』
に
存
す
る
比
較
的
大
き
な
問
題
点
は
、
作
品
と
作
者
名
と
の
組
み
合
わ
せ
に
多
く
の
誤
り
が
見
ら
れ
る
と
い
う
点
で

あ
り
、
も
ち
ろ
ん
こ
れ
に
つ
い
て
も
『
詞
学
筌
蹄
』
は
そ
の
誤
り
を
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
、『
草
堂
詩
余
』

前
集
巻
上
に
録
さ
れ
て
い
る
欧
陽
脩
「
瑞
鶴
仙
（
臉
霞
紅
印
枕
）」
は
、『
詞
学
筌
蹄
』
巻
四
に
お
い
て
も
欧
陽
脩
の
作
と
す
る
が
、
実
際

は『
絶
妙
好
詞
』巻
一
に
見
え
る
よ
う
に
陸
淞
の
作
品
で
あ
る
。
さ
ら
に『
草
堂
詩
余
』後
集
巻
下
の
秦
観「
蝶
恋
花（
鐘
送
黄
昏
鶏
報
暁
）」は
、

『
詞
学
筌
蹄
』
巻
三
も
秦
観
の
作
品
と
し
て
い
る
が
、『
唐
宋
諸
賢
絶
妙
詞
選
』
巻
三
に
見
え
る
ご
と
く
王
詵
の
作
品
で
あ
る
。
ま
た
『
草

堂
詩
余
』
に
は
、
詞
調
と
詞
題
の
下
に
作
者
名
を
記
し
て
い
な
い
例
も
あ
る
。
こ
の
場
合
、
二
種
類
の
解
釈
が
可
能
で
あ
る
。
一
つ
は

そ
れ
が
無
名
氏
の
作
で
あ
り
、
作
者
名
が
分
か
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
解
釈
、
も
う
一
つ
は
、
前
の
作
品
と
同
一
の
作
者
で
あ
る

の
で
作
者
名
が
省
略
さ
れ
て
い
る
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。『
草
堂
詩
余
』
の
作
者
名
を
記
し
て
い
な
い
例
を
調
べ
て
み
る
と
、
こ
の
両

様
の
場
合
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
混
乱
を
招
き
や
す
い
。『
詞
学
筌
蹄
』
に
お
け
る
作
者
名
の
状
況
を
見
る
と
、『
草
堂
詩
余
』

に
名
の
無
い
作
品
は
前
の
作
品
と
同
一
の
作
者
で
あ
る
と
み
な
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、『
草
堂
詩
余
』
前
集

巻
下
に
晏
幾
道
の
「
生
査
子
（
金
鞍
美
少
年
）」
詞
を
録
し
、
そ
の
後
の
七
首
に
は
署
名
が
無
い
。
こ
の
七
首
の
う
ち
「
菩
薩
蛮
（
南
園
満

地
堆
軽
絮
）」
は
温
庭
筠
の
作
で
あ
り
、『
花
間
集
』
の
巻
一
に
見
え
る
。
ま
た
「
浣
渓
紗
（
錦
帳
重
重
巻
暮
霞
）」
は
秦
観
の
作
で
『
淮
海

居
士
長
短
句
』
巻
中
に
見
え
、「
浣
渓
紗
（
水
満
池
塘
花
満
枝
）」
は
『
楽
府
雅
詞
』
巻
中
に
見
え
る
よ
う
に
趙
令
畤
の
作
で
あ
る
。
だ
が
『
詞

学
筌
蹄
』
は
、
み
な
晏
幾
道
の
作
と
し
て
収
録
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
『
詞
学
筌
蹄
』
は
、
手
本
通
り
に
瓢
簞
を
描
き
た
か
っ

た
の
に
、
逆
に
意
外
に
も
手
本
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
お
よ
そ
両
書
に
お
い
て
異
な
る
部
分
は
、
し
ば
し
ば
こ
の
よ
う
な
状
況

か
ら
生
み
出
さ
れ
て
お
り
、
別
に
基
づ
く
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
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以
上
に
述
べ
て
き
た
種
々
の
点
か
ら
み
て
、『
詞
学
筌
蹄
』
が
基
づ
い
た
の
は
『
草
堂
詩
余
』
一
書
の
み
で
あ
り
、
そ
の
編
纂
方
法

は
、『
草
堂
詩
余
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
詞
を
、
詞
調
に
よ
っ
て
並
べ
替
え
て
編
集
し
直
し
た
も
の
で
あ
る
（
も
ち
ろ
ん
す
べ
て
の
作
品
と

す
べ
て
の
詞
調
で
は
な
い
が
）
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。『
詞
学
筌
蹄
』
は
、
現
存
す
る
最
初
の
詞
譜
と
し
て
、
必
要
な
要
件
を
備
え
詞
譜

の
体
例
を
後
世
に
示
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
編
纂
態
度
や
方
法
か
ら
み
る
な
ら
ば
、
規
範
と
す
る

に
は
不
十
分
な
書
物
で
あ
る
こ
と
、
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
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。
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